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　イサイヤ水島の上京を伝えた「正教新報三六一号」（Ｍ28・12・15）には本人の通信文も掲載されている。
　「水嶋傳導師の通信」と題されたもので大分地方の教況を伝えたものだが、その冒頭には次のように記している。

「當地方は今回布教上の都合により小子は東京に轉じて後任はパウェル柴内秀正兄来着の事に決定せり。従来小子は熱血と熱涙を灑いで當地方に福音の顯楊を計りつつありしと雖も、小子の熱血は多く枯骨を以て礙えられ、小子の熱心は多くの冷笑を以て迎えられ、殆ど失望の外なかりしに、旻天未だ小子の一を棄てず、いまや善良多望なる幾許の聴究者を得たれば、茲に當地を去るに臨み、悉く柴内氏に紹介し、教務万端の事引継ありて不日上京することとなるべし～」
　水島が東京に到着した正確な日時はわからない。しかし大分を発った翌月の正教新報三六三号（Ｍ29・1・15）には「胡爲ぞ立て天を見るや（使徒行傳一章十一節）」を寄稿している。「光栄なる戦後の新年一月六日の降誕祭日に於て」と末尾に記してあり、この日に執筆したものであろう。さらに正教新報三六四号（Ｍ29・2・1）からは「論叢」として「日本正教会信徒の本領」を続け、三六五号（Ｍ29・3・1）からは前回紹介した「去大分記」を４回にわたって書き始めた。自伝的な記述が含まれており、水島の地方での活動が良くわかる。
　尚、正教新報三六四号には「假寓東京神田三崎町一丁目十三番地菊池皆方　水島行楊」と新住所を知らせる広告が出ている。
　そのころの聖ニコライの日記（Ｍ29・2・13）には水島の大分での生活ぶりが記され、「水島の大分での伝教はたしかにひどかった。しかし、彼にまつわるごたごたは、もう終わりにしても良いころだ。」としている。さらに水島が上京してから半年以上も経った明治二十九年七月十日の日記には、水島の妻がいまだ大分におり、「水島は東京に、妻は大分にいる。妻は夫のところへ行きたがっているが、水島は妻が来る事を望んでいない」と記している。　　

夫婦間の諍いがあったようだが、水
[image: image5.jpg]



[image: image6.jpg]G2

:w-n-mj‘m grwapn Yk
]:160\1( oNa(parogo Busitevs Turloudain:
Jesys Nazarenus rex Tvdagornm.

i%‘mﬂm’vauk

@) Arxwuan @

T W R A Eeew




[image: image7.jpg]







島に分があろうはずはなく、聖ニコライは「わたしはイサイヤを指導するパウェル佐藤神父にすぐさま妻子のもとへ行くか、さもなくば辞表を出すようイサイヤに伝えよと命じた。嘘つきは伝教者にはなれない」と記した。

　水島は弁も立ち、筆も立ったが、かなり我の強い、感情の起伏の激しい人間だったと長女ヘリチタータほきの嫁ぎ先である岡家には伝えられているという。隣家の犬が気に入らないと引越をしてしまったというエピソードは水島の風貌を見ればありそうな話である。正教新報に寄稿した文章もかなり感情移入しているものが多く、文章も行動も激情型であったにちがいない。
聖ニコライは日記に水島に訓戒を与えたことをたびたび記したが、「おまえが伝道者となっているキリストの信仰とは憎しみではなく、愛と平和の信仰なのだと彼に説いておいた。おそらく暖簾に腕押しであったろう。頭の良い男だけに残念なことだ」と嘆いている。（Ｍ29・11・8）
　上京以来、水島は「神田」の副伝教者であったが明治三十年七月の公会では東京北部の「王子・堀ノ内」の副伝教者となり転地する。以後、教会の職を辞するまで王子や田端、板橋方面が伝教地域であったが、同時に「愛々社」の社員として正教新報に寄稿、また出版物も手がけるようになる。復活大聖堂でも説教をし、明治三十二年ころには「正教新報」の論説や説教を担当していた。

　この時期水島は聖ニコライの日記にしばしば登場するが、それは彼が聖ニコライの近くにいたということであり、良くも悪くも気になる存在だった。
　日記には、明治二十九年十二月十八日には水島一家が火事で焼け出され、妻と子供二人とわずかな本だけしか残らなかったとある。
　また明治三十一年四月二十八日には新約聖書の翻訳の手直しをしていた聖ニコライが「ドｩフ（霊、気）」という語をどのように訳するかを悩んでいる箇所がある。これについては水島から提案のあった「括弧をつけて『神』という古い言葉を使おうか」と考えたりする。最終的には「最もよい方法はやはり括弧をつけて、さらに小さな丸をつけて神という言葉を書くことかもしれない。そうすればカミではなくて、シンを意味するということだろう」と落ち着いた。（日記Ｍ31・4・28）
　明治三十二年二月一日には水島が自分の著作である「守護天使について」に目を通して欲しいと聖ニコライに持参する。「二時間ほど水島と話をして、彼のためにテーマをさらに発展させたり、聖書の出典を教えてやったりした。」と色々な助言を与えている。（日記Ｍ32・2・11）

　また、同年七月二十六日にも「イサイヤ水島が自分が編纂した小冊子『造物主略話』を持って来た。印刷時には写真集『ウラジミル聖堂』からとった創造の六日間の絵を挿絵として入れる。先に取り決めたとおり、彼の仕事に対して五円払った。こういうことを奨めてきたおかげで、われわれの布教用の冊子もだいぶ多くなった。」と記している。しかし「褒賞がなければ、冊子もできたかどうか怪しいものである」とは聖ニコライの感想である。（日記Ｍ32・7・26）

　著作物を出すと聖ニコライから褒賞金がその都度出ていたようで、明治三十三年九月十日の日記には公会議事録の作成に水島に二十五円を与えた記述がある。この公会は「十九世紀最後の公会」として呼ばれており、列席代議員の集合写真と正教会地図が付けられている。（日記Ｍ33・10・23）

このころ水島は続々と出版物を手がけていくが、自身の寂しい経済的背景を補おうとする意図もあった事は否めない。聖ニコライは水島の出版物での金銭的なトラブルも指摘し、さらに「水島は伝教者として一八円六〇銭を得ているが、伝教者としての仕事は何もしていない。私から個人的に六円をもらい、さらに本を一冊出すたびに五円ずつもらっている。（しばしば月に二冊も三冊も出す）それでも足りないというのか」（日記Ｍ34・3・31）と記した。
かつて聖ニコライ自身が日記に記したように「我々の伝教者たちは貧しい」状態にあった。その事が時代を経るにしたがって教会の人材が散逸していく大きな理由のひとつでもある。
様々な問題を抱えながら水島は出版を重ねていくが、決してその評価は低いものではなかった。明治三十四年ころ出されていた「ジャパン・デイリー・メール」の宗教紙の批評では良い評価を得ている。「記事では石川や水島の書いたものが高く評価されている」と聖ニコライは日記に記した。（日記Ｍ34・1・19）

またディミトリイ・Ｍ・ポズニェーエフが著した「日本の大主教ニコライ」（1912）では日本正教会の代表的な著作者としている。
水島の出版したものは写真帳の類を除けばほとんどが廉価で求めやすい物であった。同時代に出版された神学書や翻訳書などのハードカバーや背皮の重厚なものではなく、簡易な体裁で挿絵や写真図版を多く用いたもので読者の対象は老若男女と多様である。
かつて聖ニコライは水島には「絵ごころ」があると評したが、「才能と行動力に恵まれた人物」（日記Ｍ34・3・31）だった水島はアイデアマンであり企画力に秀でていたことは間違いない。

記念すべき「正教新報五〇〇号」（Ｍ34・10・1）では「正教新報の第五百号を祝し、併せて正教の弘布に従事する諸父兄に望む」と題して巻頭言を書いた。

文中「過去二十年間に於ける正教新報の進歩は著しき者あり。最初は論説なく、説教も雑録もなく悉く翻訳のみなりしが、今や論説は勿論他皆我が国人の創作にして茲に著しき改革を與えたり。且つ従来は文字のみなりしが、近事はしばしば精妙なる画図を挿入し、頗る光彩を彰せり～」と正教新報の充実を記しているが、ここには水島の自負もうかがえる。
また翻訳に頼った時代から脱却したと述べているが、かつて聖ニコライが「われわれの翻訳書に多数に見られる、ほとんどだれも理解できないような翻訳調の日本語」（Ｍ30・11・11）も改善されてきた時代である。
水島の手がけたものは現在では稚拙とも思える図版やデザインだが、当時としては極めて斬新なもので多くの読者を獲得していく。

正教会の出版物は古くから東陽堂や岡本活版所などの数社に依っていたが、水島の出版物を一手に引き受けていたのは同郷の友人、小川町にあった神田活版所のマトフェイ神田靜次郎である。
後に神田正教会の議友を務め、教会への貢献大により聖ニコライから山下りんが描いた救世主の聖像が下賜されている。                   （続く）




※聖ニコライの日記の引用は「宣教師ニコライの全日記」（中村健之介監修）による。
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定理の必要M.32.3








旧洗礼室にて　Ｍ38.6.7





堀ノ内正教会の信者と(於ニコライ堂)　後列左端　Ｍ37.12.11





滝野川、西ヶ原の自宅　Ｍ40.5.2


（左）　妻ソフィヤ杣と　　（右）自室





イサイヤ水島行楊の


　　　　　 　アルバム ②


　　　　　


主教　セラフィム
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